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　皆様のお世話になりましたガバナー公式訪問は、私のホームクラブ

（高知南 RC）を除いて 12月3日に終了しました。各クラブに訪問の

際には各地区のガバナー補佐の皆様、会長様、幹事様を始め会員の

皆様にも大変お世話になりました。この場を借りまして御礼申し上げ

ます。

　ガバナーアドレスでは特に無意識のバイアスに配慮した、ハラスメン

ト防止についてご理解をお願い致しました。クラブ奉仕でももちろん

大切ですが、特に青少年奉仕や国際奉仕活動の参考にしていただき

たいと思っています。また、この機会に全てのロータリアンがマイロー

タリーに登録し、日々の活動に活かして頂ければ、ロータリーは更に

世界平和に役立つ組織になれると確信しています。

　「よいことのために手を取りあいましょう！」

　ロータリアンは世界で活躍する「行動人」として高い理想の下、世

界中で活躍しています。その結果の一つとして「ポリオ根絶」は目前

に迫っています。MyRotary のホームページには「ポリオ根絶を解説」

の記事が掲載され、詳しく記載されています。今年も10月24日のポ

リオデーを中心に各ロータリークラブでは様 な々行事を行い、国際ロー

タリーが行っているポリオ根絶活動の推進をアピールされたものと考え

ています。感染力の強いポリオウイルスの根絶には最後の一人までま

で気をぬけない息の長い予防活動が必要です。油断せずに最後まで

頑張りたいものです。

　現在、台北での「国際大会の登録」が行われています。12月15日

は早期登録による割引の最終日ですが、それを過ぎても登録は可能

です。こんなに近くで開催されるロータリー国際大会の機会はめった

にありません。登録して参加してみませんか？

国際ロータリー第2670地区 2025-2026年度 ガバナー

織田 英正

G o v e r n o r ' s  M e s s a g e 
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ガバナー公式訪問報告【10 月】

thu

■随行者コメント
　高知中央ロータリークラブ様は約46名の会員様の28名が野
球同好会に加入しており、試合に参加される会員が20名以上お
られるそうで全体的に若い年齢層が集まっている印象でした。
また先日の大会では今まで一度も勝てなかった相手に勝利し最
終的に優勝もしたそうで例会報告でも大変盛り上がっておりま
した。
　40周年記念事業としてラオス学校支援についての報告があり
ました。当初10校目の学校建設案がありましたが費用が800万
円と高額なため断念、代替案として、既存の学校の修繕費用とし
て300万円を寄付する方針で決定されました。
　事業完了後に現地を視察する計画があるとの事でした。

　　　　　　　　　（随行者:小松徳志）

会長：岡田 良嗣　幹事：山下 雄平 高知中央RC2

■随行者コメント

■クラブ紹介

　高知東 RC へ訪問させていただきました。私自身、初の
随行者として参加させていただきましたが、穏やかな西森
良文会長、お話上手な野町和也幹事のお心遣いのお陰で
緊張もなくお話をお聞きすることが出来ました。会長幹事
懇談会では、今年度の高知東 RC の取り組みに、「会員増強」
特に女性会員（現在男性会員 45 名、女性会員６名）の増

強に力を入れられ、例会出席率１００％を継続する姿勢に
感銘を受けました。その後の例会ではアットホームで、揃
いのジャケットを着た会員が多く、お聞きしましたら今年度
新調されたそうです。クラブのより一体感も清潔感も感じ
勉強させていただきました。おいしい食事に心地よい時間
と、あっという間の例会でした。　（随行者：森本太一郎）

　本年度当クラブは創立 40 周年を迎えます。2 月 7 日
に記念式典を開催します。また、当クラブの特徴でも
ある野球同好会の活動として 9 月にガバナー杯（四国内
RC 野球大会）を開催し 11 年ぶりに優勝することが出
来ました。ゴルフ同好会も恒例の米子中央 RC、津山中
央 RC との 3RC 合同コンペを高知中央 RC 主催で行い
ます。

会長：西森 良文　幹事：野町 和也 高知東RC
wed
1
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Governor's Official Visit Report

tue

■随行者コメント
　香長RCへ訪問させていただきました。会員数は10名、ロータ
リー経験の豊富な会員が多くまとまりのあるアットホームなクラ
ブ印象でした。香長RC独自の「5つのテスト」として継続して唱
和されて、最後の５個目が「地域のためになるかどうか」と地域
の為の活動を目指す思いを感じました。継続する主な行事の一
つに、南国市、香南市、香美市の三市の幼稚園・保育園児すべて
に絵本を寄贈し、その際に清掃活動もされるとお聞きし感銘を
受けました。これからの課題として一番は会員増強とし、特に女
性会員を入れたいと申されておりました。どのクラブも会員増強
に苦戦されてると思いました。昼食も本当に美味しく、温かいお
もてなしに感謝いたします。ありがとうございました。

（随行者：森本太一郎）

会長：池田 隆志　幹事：鈴江 章宏 香長RC7

■随行者コメント

　中芸 RC は高知県の最も東に位置するクラブです。近
隣クラブともかなり距離があり、地区内の会合には会員
がみんな一緒に集まって往復するといったご苦労がある
ようです。
　伊吹衢章会長、坂本雅監事を中心に 12 名の会員がほぼ
同じメンバーのまま、増減なくクラブを維持しており、例会
の進行も大変スムーズで和気あいあいとした印象でした。
メンバーの高齢化と地域の人口減少による会員増強の難し
さを抱えていますが、今は仲間を増やすよりも現状を維持
して無理のないロータリー活動を目指したいとのこと。
　「小規模なクラブは身の丈に合ったクラブ運営が必要」
をモットーに全国の小さいクラブで集まってミニロータ
リーサミットを開催したいなど積極的にロータリー活動
に取り組まれていると感じました。　（随行者：田村真道）

中芸RC6
mon

会長：伊吹 衢章　幹事：坂本　雅
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ガバナー公式訪問報告【10 月】
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■随行者コメント

■随行者コメント

　安芸 RC は 1962 年 5 月に創立され、高知県内で
は 3 番目、2670 地区では 21 番目のクラブです。現
在の会員数は 21 名です。二宮ガバナー補佐、畠山会
長、大北前年度幹事と共に会長・幹事懇談会を行い
ました。会員増強にも注力されておられますが、安芸
市周辺の人口減少に起因する会員増強が難しくなって
おり、会員数の現状維持で精一杯とのこと。創立 50
周年記念に植樹した紫陽花の手入れや管理、周辺の
美化を行う活動や、青少年奉仕活動として「安芸ロー
タリーカップ」と冠名のついた少年サッカー大会を開
催しており、今年も 11 月 29 日（土）に開催されるそ
うです。
　例会には多くの会員が出席され、アットホームな雰
囲気で会員さん同士の仲の良さが感じられるクラブで
した。　　　　　　　　　　　　（随行者：田村真道）

　高知ロータリークラブは創立 1937 年と高知では最
も古く伝統と格式を誇るクラブです。現在会員数は
82 名。
　懇談会は藤田副会長、松崎幹事、武樋副幹事と行
いました。
　高知ロータリークラブの課題は転勤族の会員が多
く入れ替わりが大きいことです。高知ロータリークラ
ブでは新入会員に早くロータリーを理解し、クラブに
溶け込んでもらえるように独自の入門書を作っておら
れます。他のクラブでも参考にされたら良いと思いま
した。
　女性会員も 10 名と多くまた出席率も良くクラブを盛
り上げられていると伺いました。直前会長も女性です。
　同じ高知市内のクラブでもあり知り合いが多くホー
ムクラブにいるような感覚でガバナー公式訪問例会に
出席させて頂きました。　　　　（随行者：町田直明）

安芸RC

高知 RC

会長：畠山　寛　幹事：野島　充

会長：宮田 速雄　幹事：松﨑 郷一郎

■クラブ紹介

■クラブ紹介

　1962 年 5 月創立。県内 3 番目、当地区では 21 番目のクラ
ブです。
　創立 50 周年記念事業の紫陽花植栽の手入れと管理にて周辺
美化。子ども食堂支援等の社会奉仕事業。
　青少年奉仕事業として第 23 回サッカー大会を主催し、安芸
市子供スポーツ大会を支援しております。
　21 名と少ない会員ではありますがこれまでの事業継続と、新
規事業にて地域貢献を目指しております。

　高知ロータリークラブは、1937 年 10 月 2 日会員数 24 名で
創立、同 29 日に国際ロータリーより日本で 33 番目のクラブと
して認定されました。2 年後に 90 周年を迎えます。
　2025 年 11 月現在、会員総数 82 名、女性会員は 9 名、女
性会長も 3 人誕生しています。90 歳を超えたシニア会員も元気
に例会参加しております。
　燦燦基金による地元大学生への支援事業や高知駅前への植
樹など、クラブ独自の地域貢献活動にも力を入れています。
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■随行者コメント

■随行者コメント

　「楽しくなければロータリーでない　四国一楽しい
クラブ」を目指して活動しているクラブです。楽しむ
ために、まずは例会時に相手の名前を呼んで挨拶を
するといった基本を大切にする事や、いい雰囲気をつ
くる事を意識し、皆が関心を持つために夜間例会の
企画を工夫すること、夜間時に余っている食事の量を
減らし会費の値上げを抑える様にするなど、楽しくな
る為の工夫もされている。
　福重会長以下会員がよくまとまっている印象で、会
の雰囲気はよく、親子で一緒にロータリーをされてい
る方が 4 組あるそうです。会員数現在 74 名。当年度
77 名を目標にしています。
　近年取り組んでいる活動としては、3 年間の計画で
高知学芸中高校にインターアクトクラブを創ったり、
香美市の井上ワイナリーでブドウ収穫を通して地域の
人 と々交流したり、子供食堂の資金的支援をする活動
をしているようです。
　会員間の交流だけでなく、奉仕活動も確りと行わ
れているクラブです。　　　　　（随行者：中地英彰）

　会長から丁寧なクラブ説明があり、ガバナー
の話にも熱心に耳を傾けて頂き、充実した意見
交換ができました。今年創立 44 周年を迎えら
れ、伝統を守り会員同士が家族的かつ活動的
なクラブだと認識しました。ただ、1 業種 1 会
員制を継続する中、会員増強が思うようにいけ
ていない、年会費が高い等課題もあるようで、
例会の開催の仕方、食費の工夫等やりくりの話
もざっくばらんに聞かさせて頂きました。月 1
回は、夜間例会、家族例会等親睦を深められ
ており、会員数 37 名で結びつきの強さを感じ
ました。今後の会員増強に期待します。 

　　　　（随行者：嶋﨑勝昭）

高知西RC

高知北RC

会長：福重 直也　幹事：西本 樹生

会長：植田 昌之　幹事：棚野 愛一郎

■クラブ紹介

■クラブ紹介

　高知西ロータリークラブは、本年度で創立 55 周年を迎えま
した。
　今期のキーワードは、「楽しさ」です。
　会員どうしが気軽に声をかけやすい伝統的な雰囲気を維持し
ながら積極的に「楽しむ」ことを目標として、ロータリークラブ
の楽しさを再認識することで、四国で一番楽しい高知西ロータ
リークラブになるように努力をしています。

　高知北 RC は、創立 44 周年を迎え、地域社会と国際社会への貢献
を目指して活動を続ける伝統あるクラブです。現在会員数 37 名の中
規模のクラブです。
　10 年前より会員数が減少しており、本年は会員増強に取り組み強化
を図っています。
　高知北 RC は、一業種一会員制を守っており専門分野のメンバーが
集まっており、それぞれがもった知識、経験をもとに活躍しています。
　会員同士の交流の場も多く設けています。近年は出席率も向上して
おり、より一層活発なクラブ運営を目指します。
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ガバナー公式訪問報告【10 月】

thu

■随行者コメント
　織田ガバナ―の随行員として須崎・仁淀ロ－タリク
ラブ合同例会に参加してきました。
　須崎ロ－タリクラブは 1982 年 6 月創立で 2025 年
6 月での会員数 15 名です。
　少人数ですが田部育男会長・市川正明幹事のもと、
活発な地域活動をされているようです。
　春の花が咲く 4 月頃に花見例会として野見湾で魚
介類を食べる計画、9 月初め頃にはメジカの新子イベ
ントを計画、須崎 RC 杯少年野球大会を主催して例年
100 名ほどの子供達が参加、地域の遍路小屋の清掃
活動、地区補助金を利用して須崎の史跡・観光の立て
看板を設置、等、少人数で役割分担が大変な中、ボ
ランティア活動・親睦活動に積極的に取り組まれてい
るように感じました。
　メーキャップ出来にくい地理なので出席率が 60％程
度と低いですが出席できなかったメンバ―にはライン
を利用して報告・意思疎通をしているようです。
　例会の食事が余ったら、会員に割安で販売して食品
ロスを減らしているとも聞きました。
　訪問当日は普段の例会と違う、須崎の新鮮なお刺身
の食事を用意して頂き美味しく頂戴しました。ありが
とうございます。
　貴クラブの更なる発展をご期待申し上げます。

　　（随行者：小比賀康宏）
　須崎ＲＣとの合同例会で、須崎市での例会であった
為か、当日の仁淀ＲＣからの出席者が少なかったのが
残念でした。会員増強を最重点課題として取り組まれ
ているようで、具体的な新会員候補者もいらっしゃる
ようです。会員増強は、どこのクラブも様々な方法で
取り組んでいると思いますが、クラブ運営の基本に関
わる課題でもあり、永遠のテーマです。

　　（随行者：矢野公士）

23

■クラブ紹介
【仁淀 RC】

　本年度は、矢野武志会長、西原敬治郎幹事（矢野会長は 3
度目の会長職を務められ、西原幹事も 2 度会長職を務められて
います。）です。1990 年創立のクラブで、今年でクラブ創立 35
周年を迎えます。会員数は 13 名（2025 年 7 月 1 日現在。女性
会員 2 名）です。会員の皆さんが総力を挙げてクラブの運営に
関わっておられます。これまでにガバナー補佐 2 名を輩出し、
本年度も 2 名の地区役員をお務め頂いております。会員数の減
少等もあり、2 週間に 1 度の頻度での例会開催となっています。
　毎年夏に開催される「鮎の会」は、仁淀川の鮎を食する親睦
イベントで、他クラブの会員も多く参加されます。仁淀川水切り
大会や植樹への参加等、継続的に奉仕活動をされています。本
年度は、ロータリー財団の地区補助金を活用して、子供食堂へ
の食材提供、運営の支援等をされる予定となっています。

須崎RC
仁淀RC

会長：田部 育男　幹事：市川 正明

会長：矢野 武志　幹事：西原 敬治郎

8 December 2025
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wed

■随行者コメント
　国際大会においては、時間厳守の閉会規則が厳格
であったこと、そして世界中からの参加者と和やかな
交流があったことが報告されました。一方、当クラブ
の出席率は現在 50% 台であり、メーキャップ制度の
積極活用や例会の魅力向上策が喫緊の課題として挙
げられています。また、各自の仕事とのバランスを考
慮し活動時間を確保することが、持続可能な運営のた
めに重要であると強調されました。
　会員数は 60 名で安定しており、今後は新規メンバー
の獲得を目指す方針です。組織運営では、会長・幹事
だけでなくメンバー間の役割分担が不可欠であり、経
験者からの学びを通じた次世代育成に注力していくこ
とが示されました。女性会員が増加し多様性が浸透し
た協力的な環境の下、四万十川の環境保全活動といっ
た地域密着の奉仕が継続されており、活発な議論か
ら新たな企画も誕生しているとのことでした。

　今回の訪問報告では、会合運営において、メンバー
数減少により会場選定や費用管理が難航していること
が課題として挙げられました。このため、無理な外出
を避け、小規模かつ工夫を凝らした会合を開催してい
く必要性が示されました。
　また、投資家や幹事長を含む幹部の高齢化が進行
しており、組織の活力維持には若い世代への速やかな
バトンタッチが急務であると強調されました。新メン
バー、特に若い人材の参加を促すため、現在の体制を
見直し、参加しやすい環境の整備が求められていると
のことです。
　メンバー数減少への対策として、他クラブとの合併
や連携も検討されているものの、既存組織との調整が
大きな課題であるとの見解が共有されました。将来に
向けては、現役メンバーによる積極的な参画とサポー
ト体制を構築し、活動の持続性と次世代リーダーの育
成を目指す方針が確認されました。地域社会との連
携を強化し、地元との関わりを深めることが新規メン
バー獲得に繋がるという、地域密着型活動の重要性に
ついても話し合われました。

　　（随行者：岡村岳尚・藍原正喜）

会長：川村 公彦　幹事：久保田美世 中村RC29
四万十RC会長：白木 久雄　幹事：山沖 直樹
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ガバナー公式訪問報告【10 月】

■随行者コメント

宿毛 RC会長：西岡 弘徳　幹事：西田 友和
thu

30

　先の国際大会について報告を受けました。閉会時
の運営は時間厳守が徹底されており、参加者確認な
く会場が閉鎖されるという厳格な一面があったとのこ
とです。一方で、世界中からの参加者との和やかな交
流は大変意義深く、日本からの理事の方々も出席さ
れ、交流の輪が広がっていた模様です。
　次に、現状の出席率は 50% 台に留まっており、改
善が喫緊の課題であると説明されました。対策として、
他クラブへの参加をメーキャップとして積極的に活用
する制度運用を強化していく方針が示されました。ま
た、会員が「楽しい」「面白い」と感じて例会に出席
するよう、内容の工夫や活発な雰囲気づくりを共有す
ることが、出席率向上への重要な鍵となるとの見解が
述べられました。
　組織運営においては、会長・幹事だけでなく、副
会長や他のメンバーとの連携による役割分担が不可
欠であると強調されました。経験豊富な会員からの
支援を受けつつ、新しい会員を育成する体制を構築
していく意向です。各自の仕事と活動のバランスを
保ち、時間管理を意識することが、持続的なクラブ
運営に繋がるとの見解が示されました。

 （随行者：岡村岳尚・藍原正喜）

10 December 2025



地区活動報告

M o n t h l y  R e p o r t

　高松北ロータリークラブは1980 年（昭和 55 年）11月
6日に設立し、本年度で創立45周年を迎えました。創
立45周年を記念して記念式典・記念祝賀会・記念事業
を11月2日（日）・11月3日（月）文化の日の2日間にて
開催いたしました。
　大会スローガンとして『～ロータリー若き力と共に～』
をテーマに次代の若者たちと一緒に創り上げるロータリー
という意味を込めて開催を致しました。
　記念事業としては高松北ロータリークラブが 2023-
2024 年度に取り組みを始めた青少年事業　高松北ロー
タリークラブ杯　ミニバスケットボール大会　サマーカッ
プが発足しており、その流れで高松市ミニバスケットボー
ル連盟と連携して高松北ロータリークラブ創立45周年記
念事業　ミニバスケットボール大会と題して地域のミニバ
スケットボール小学生チームを対象とした事業を開催致し
ました。
　開催場所は本年開業した新施設　あなぶきアリーナ香
川メインアリーナで開催。子どもたちの夢の舞台でもあ
るメインアリーナでプロが使用するコート・ゴール・機材
を用いて大々的に開催されました。
　開催目的は子どもたちに夢と希望を持ってもらい世界
に羽ばたく選手がこの香川県から輩出されることを祈念し
て開催致しました。参加者は選手　男子チーム8チーム・
女子チーム10 チーム　計18チームで1チーム役 15 名
の選手・メンバーが参加。ロータリアン・ミニバス関係者・
保護者・観戦者を含め、延べ１０００名の来場者があな
ぶきアリーナ香川に来場されました。
　記念式典・記念祝賀会は高松北ロータリークラブの例
会開催会場でもありますJRホテルクレメント高松にて開
催されました。
　ご来賓には　国際ロータリー第 2670 地区ガバナー織
田　英正様はじめとする地区役員の皆様、高松北ロータ
リークラブが活動の中で連携を図っている各所団体の皆
様、香川第Ⅰ分区・香川第Ⅱ分区各クラブ会長・幹事の
皆様にご参加賜り盛大に開催することが出来ました。
　記念式典ではオープニングアトラクションとして高松北

ロータリークラブの歩みとチャーターメンバーの皆様はじ
めとする高松北ロータリークラブ先代会長・メンバーの皆
様に感謝と尊敬の思いを込めたムービーを上映。これま
での活動を振り返りました。
　記念祝賀会に於きましてはインターアクト活動でお世話
になっている高松中央高等学校の皆様に吹奏楽でオープ
ニングを盛り上げて頂き素晴らしい演奏を奏でて頂きまし
た。会場からはアンコールや声援が多数寄せられており
ました。
　また、歓談中のアトラクションでは香川大学よさこい連　
風華の皆様にアトラクションをして頂き、ロータリーソン
グ奉仕の理想とよさこいのコラボレーションをしての演舞
で会場を盛り上げて頂きました。
　多くの皆様のご尽力と多くの参加者の皆様のお気持ち
で本大会は無事に遂行することが出来ました。心より感
謝を致します。
　我 、々高松北ロータリークラブは45周年を起点に 50
周年に向けてメンバー一丸となり奉仕の精神を胸に活動
を続けて参ります。今後の活動にご期待ください。

高松北ロータリークラブ創立45周年記念式典・記念祝賀会・記念事業　報告
高松北ロータリークラブ創立45周年実行委員会　総括幹事　岡内　誠司

式　典

新名実行委員長挨拶

司会者　有吉会員・高畠会員 田所会長挨拶
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祝賀会

記念事業

ご来賓の方々

ミニバスケットボール大会

ソングリーダー伊賀会員織田ガバナー乾杯の挨拶 司会　丸井会員・中岡会員

赤松様
ご冥福をお祈りいたします

12 December 2025



　日頃より高松北ロータリークラブの活動に御理解と御

協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　私たち高松北ロータリークラブは、1980 年（昭和 55

年）11月6日に 31名のチャーターメンバーにより、日本

で 1507 番目のロータリークラブとして設立されました。

そして本年創立45周年を迎えることができ、同年11月

2日にJRホテルクレメント高松にて創立記念式典並びに

祝賀会が行われ、まことに感激の思いです。

　創立以来、本年までロータリーの基本理念に基づく「親

睦」と「奉仕活動」を通じて活動を行い、現在では 80

名を超える会員を有する大きなクラブへと発展してまいり

ました。創立45周年記念式典においては、国際ロータ

リー第 2670 地区織田英正ガバナーをはじめ、多くの来

賓の方 、々ロータリアン、御家族の皆様方に御参加をい

ただき、盛会裏に無事終えることができました。これも

ひとえに、ここまで育てていただきましたスポンサークラ

ブ、歴代ガバナーの皆様、各ロータリークラブ、そして我々

新旧会員、その他関係者の皆様方のおかげと心より厚く

御礼申し上げます。

　この 45 年間において、様々なきっかけで継続事業が

生まれ、その中で高松北ロータリークラブ独自の奉仕活

動として、姉妹クラブであるアメリカテキサス州サンアン

トニオ北中央ロータリークラブとの交換学生や、高松北

ロータリークラブ奨学生への支援、高松市少年サッカー

大会、ジュニアゴルフ大会への支援、また最近ではミニ

バスケットボール大会への協力を行ってまいりました。そ

して忘れてはならないのは、2011年 3月11日に発生し

た東日本大震災に際して、義援金だけでなく、岩手県

山田町へ赴き支援活動を行ったことです。支援物資をわ

れらロータリーメンバーの車に積み込み、ロータリーメン

バー有志の皆さんと交代で一晩中車を走らせ、現地に赴

き社会奉仕活動を行いました。これらを含め、たくさん

の活動を行ってまいりました。

　この 45 年の中で様々な継続事業が生まれ、そして増

え続ける奉仕活動に対し、当クラブは音を上げることな

く全力で取り組んできたと自負しています。その結果が

今の当クラブに表れているのではないでしょうか。

　今回の記念式典並びに祝賀会がこれまでの歩みを振

り返り、今後のわがクラブの発展を目指す新たな出発点

となったと確信しています。

　わが高松北ロータリークラブは、よく活気があるクラ

ブであると言われていますが、例会に雰囲気も和気あい

あいとして明るく、桑部の事業に対しても多くのメンバー

が積極的に参加して活発に運営されています。

　これまでの 45 年間の歩みの集大成として、さらなる

未来に向けてロータリーの原点に立ち返り、これからの

高松北ロータリークラブの活動の指針として記念誌を発

行できることは誠に喜ばしい限りであります。

　繰り返しにはなりますが、これまで当クラブの活動に

御理解と御協力を賜りました会員はじめ関係者の皆様へ

感謝の言葉をお送りし、御礼のことばとさせていただき

ます。

創立45周年記念式典のお礼
高松北ロータリークラブ会長 　田所 修二
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地区活動報告

M o n t h l y  R e p o r t

　11月9日（日）、阿南南ロータリークラブの創立 50周年記念式典・祝賀会が
阿南ロイヤルガーデンホテルにて開催されました。

阿南南ロータリークラブ創立 50周年記念式典・祝賀会　報告

14 December 2025



10 月度 出席報告

分区 クラブ名 出席率
（%）

10月末 
会員数

首比 
増減

10 月末 
女性会員数 例会数

愛
媛
第
Ⅰ
分
区

今 治 100.00 47 1 2 4
今 治 北 79.63 19 0 1 3
今 治 南 100.00 67 0 1 4
伊 予 三 島 90.32 32 0 1 4
川 之 江 92.91 46 ー 1 0 3
新 居 浜 95.74 62 1 2 4
新 居 浜 南 79.25 20 0 3 3
西 条 87.50 28 0 1 3

9RC 東 予 98.48 22 ー 1 2 3

愛
媛
第
Ⅱ
分
区

伊 予 89.92 31 0 1 4
道 後 75.61 28 0 1 3
松 山 68.19 71 2 10 4
松 山 東 71.21 23 ー 1 0 3
松 山 北 86.44 30 2 2 2
松 山 南 89.33 49 3 6 3
松 山 西 94.83 20 0 2 3
大 洲 95.06 28 1 3 3
宇 和 島 81.25 16 0 1 3

10RC 八 幡 浜 91.23 21 1 1 3

分区 クラブ名 出席率
（%）

10月末 
会員数

首比 
増減

10月末 
女性会員数 例会数

徳
島
第
Ⅰ
分
区

徳 島 94.67 85 11 4 4
徳 島 東 62.96 55 2 5 3
徳 島 北 76.71 29 0 6 3
徳島プリンス 83.33 70 2 13 4
阿 南 66.15 53 2 4 4
阿 南 南 80.98 44 ー 1 0 5
小 松 島 86.67 15 0 0 5
小 松 島 南 54.41 17 0 0 4
阿 南 中 央 56.41 16 0 3 3

10RC 徳 島 眉 山 44.44 9 1 0 2

徳
島
第
Ⅱ
分
区

阿 波 池 田 93.90 41 0 1 4
御 所 78.91 27 0 4 5
鴨 島 86.83 43 ー 1 4 4
鳴 門 79.26 46 1 4 3
鳴 門 中 央 93.22 34 0 2 4
徳 島 中 央 78.26 23 0 4 4
徳 島 南 56.25 44 2 4 4
徳 島 西 78.70 37 1 5 3
脇 町 81.03 39 1 2 5
阿 波 徳 島 56.67 15 ー 1 1 4

11RC 美 馬 67.74 31 0 5 4

分区 クラブ名 出席率
（%）

10月末 
会員数

首比 
増減

10 月末 
女性会員数 例会数

香
川
第
Ⅰ
分
区

さ ぬ き 79.17 17 0 0 3 
東 か が わ 98.59 25 0 3 3
小 豆 島 91.67 28 0 2 3
高 松 100.00 90 8 11 5
高 松 中 央 81.72 32 0 0 3
高松グリーン 86.14 35 ー 1 5 3
高 松 東 100.00 47 0 4 3
高 松 北 87.42 83 ー 1 8 2
高 松 西 77.11 44 0 3 2

10RC 高 松 南 71.93 57 ー 1 3 3

香
川
第
Ⅱ
分
区

観 音 寺 93.25 41 1 3 4
観 音 寺 東 82.67 26 0 3 3
琴 平 91.67 10 ー 1 0 3
丸 亀 63.87 43 2 3 3
丸 亀 東 64.16 44 5 4 4
坂 出 92.59 37 1 2 3
坂 出 東 88.79 66 0 10 3

8RC 善 通 寺 85.44 38 1 1 3

分区 クラブ名 出席率
（%）

10月末 
会員数

首比 
増減

10 月末 
女性会員数 例会数

高
知
第
Ⅰ
分
区

安 芸 84.21 21 0 3 4
中 芸 87.50 12 0 0 2
香 長 100.00 10 0 0 3
高 知 中 央 78.62 46 0 0 4
高 知 東 100.00 49 ー 2 6 3
高 知 南 93.07 86 0 14 4

7RC 高知ロイヤル 90.59 23 1 3 4

高
知
第
Ⅱ
分
区

高 知 88.25 82 ー 1 10 4
高 知 西 82.94 73 1 4 5
高 知 北 80.30 37 3 3 2
中 村 82.23 61 2 7 5
四 万 十 62.96 9 0 1 3
仁 淀 69.44 13 0 2 3
宿 毛 58.70 23 ー 2 2 4

8RC 須 崎 53.33 15 0 0 2

出席率
（％）

10月末 
会員数

首比 
増減

10 月末 
女性会員数

73RC 合計 81.82 2,756 44 231 
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受賞者一覧

マルチプル・
ポール・ハリス・

フェロー
米山功労者

メジャードナー 米山功労者

吉村　保利 豊田　章二 大平　克之
高知北 RC 高松南 RC 阿波池田 RC

高橋　伸定 赤松昭信 尾木　謙三
松山 RC

2025.10.26 逝去
享年 66 歳

高松北 RC
2025.10.28 逝去

享年 79 歳

高知 RC
2025.11.15 逝去

享年 97 歳

物故会員

名誉会員

ご冥福をお祈りいたします

16 December 2025



ガバナー事務所から情報発信いたします

ガバナー月信編集委員会からのお知らせ

記事投稿のお願い

ぜひ、ご登録いただきますようお願いいたします。

ガバナー月信はネット配信となっています。
ガバナー事務所の HP で月信の閲覧およびダウンロードをお願いします。

ガバナー月信は、地区ガバナー事務所と会員の皆様との情報共有ツールです。
日頃の奉仕活動等を下記へお送りください。

http://www.rid2670.jp

monthly2526@rid2670.jp 毎月 15 日

物故会員の連絡について

出席報告について クラブの行事や活動状況等について

受賞者紹介について

クラブ名、氏名、逝去年月日、年齢と顔写真（画
像ファイル名＝氏名）をお送りください。

毎月最終例会後、翌月 15 日までにガバナー事
務所までメールまたは FAX でお送りください。

原稿と写真を添付の上メールでお送りください。

所定の Excel ファイルにクラブ名、氏名、受賞
種別を入力の上、顔写真（ファイル名＝氏名）
をお送りください。

宛先 締切

国際ロータリー第 2670 地区  ガバナー事務所
E-mail:s-kochi2526@rid2670.jp

国際ロータリー第 2670 地区ガバナー月信編集委員会　地区代表幹事：小笠原 光豊／担当幹事：久保 英明

〒 780-0861　高知県高知市升形 4-10 升形マンション 1F　TEL：088-802-7262　FAX：088-802-7263

R o t a r y  I n t e r n a t i o n a l  D i s t r i c t  2 6 7 0

I n f o r m a t i o n


